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平成 30 年住生活総合調査の結果の概要について 

 

 

〇第２ 回神奈川県住宅政策懇話会において委員から 頂いた主なご意見（ 抜粋）  

 ・ 過去のデータ と 比較し ト レ ンド を見るこ と  

 ・ 前期高齢者と 後期高齢者を 分けるこ と  

 

 こ れら を 踏まえ、 次ページ以降において調査結果の表を 更新し た。  

 なお、 過去データ と 質問の選択肢が一致し ており 、 比較ができ る 表についてのみ、

更新を 行っ た。  

 

 
（ 補足）  

〇県民ニーズ調査について 

 ・ 元年度分と 同じ 調査を令和３ 年度に実施すると コ ロナの影響がよく 分かるのでよい 

  →今年度に実施予定 

 ・ 同居と 近居は分けて議論するこ と  

  →実施済みの結果については分けら れないが、 今後、 考慮し たう えで調査実施を検討 

 

 

 

平成 30 年住生活総合調査の結果について 

 

１  調査の目的 

居住環境を含めた住生活全般に関する実態や居住者の意向・ 満足度等を 総合的

に調査するこ と により 、 住宅政策の基礎的資料を 得るこ と を 目的と する（ 国土

交通省実施） 。  

 

２  調査時期 

  平成 30 年 12 月 1 日基準日（ ５ 年周期）  

 

３  調査対象 

平成 30 年住宅・ 土地統計調査（ 平成 30 年 10 月１ 日基準日） の調査対象世帯か

ら 無作為抽出（ 全国で約 11 万世帯）  

 

４  主な調査項目 

・ 現在の住宅及び居住環境の評価について 

・ 現在の住まい、 以前のお住まいについて 

・ 今後の住まい方について 

・ 子ども と の住まい方について  

資料４  
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７  調査の主な結果 

１ ） 住宅及び居住環境に対する評価 

○ 現在住んでいる 住宅及び居住環境に対する 総合的な満足度は、 「 満足」 が約８

割と なっ ており 、 前回、 前々回調査（ H25、 H20） と 比べると 増加傾向にある。  
※黄色マーカ ー箇所は今回追加部分（ 下記表においては H20 を 追加）  
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６ ） 将来の住み替え等の意向 

○ 持ち 家世帯は、 共同住宅、 一戸建・ 長屋建と も に「 でき れば住み続けたい」 を

選択する世帯の割合が高い。  

○ 借家世帯のう ち 、 都道府県・ 市区町村営賃貸住宅にお住いの方は「 でき れば住

み続けたい」 を 選択する世帯の割合が高い。  

○ 家族構成別でみると 、 借家世帯の単身（ 35 歳未満） 及び親と 子（ 長子～24 歳）

の世帯において、 「 でき れば住み替えたい」 を選択する世帯の割合が高い。  

 また、 借家世帯の夫婦では、 世帯主が 75 歳以上になると 、 「 でき れば住み替え

たい」 を 選択する世帯の割合が大き く 減少する。  
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７ ） 高齢期における子と の住まい方（ 望まし いと 思う も の）  

○ 子と 同居する こ と を 選択する 世帯は約１ 割、 近居する こ と を 選択する 世帯は約

３ 割と なっ ている。 （ 近居： 「 子と 同じ 敷地内、 または同じ 住棟内の別の住宅に住む」 、 「 徒歩５ 分程

度の場所に住む」 、 「 利用可能な交通手段で片道 15 分未満の場所に住む」 、 「 利用可能な交通手段で片道１

時間未満の場所に住む」 を選択する世帯）  
○ 前回、 前々回調査と 比較する と 、 同居を 選択する 世帯の割合は減少傾向にある 。  

○ 前々回調査と 比較すると 、 今回及び前回は近居を 選択する世帯の割合が高い。  
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９ ） 将来の改善（ リ フ ォ ーム・ 建て替え） の意向内訳 

○ 地域別でみる と 、 「 リ フ ォ ームを 考えている 」 を 選択する 世帯の割合は横浜地

域が多く 、 「 リ フ ォ ーム・ 建て替えいずれも 考えていない」 を 選択する 世帯の割

合は横須賀三浦地域が多い。  

○ 家族構成別でみる と 、 「 リ フ ォ ームを 考えている 」 を 選択する 世帯の割合は、

単身（ 35 歳～64 歳） が多く 、 「 リ フ ォ ーム・ 建て替えいずれも 考えていない」 を

選択する世帯の割合は、 75 歳以上の夫婦世帯（ 世帯全員も し く は世帯主が 75 歳以

上） が多い。  
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